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10196

原子力発電所には反対です。日本の未来を
考えると、恐ろしいです。
今回の福島のような事故が起こっても、満足
な対応が出来ないということがハッキリして
います。

科学技術が伴わないと賛成できません。

今、日本は大変な危機に陥っていると考えます。

私たち、庶民には満足な情報も与えられておりません。
放射能で汚染されている空気、土壌、食べ物、水、海…

知らず知らずに内部被曝、外部被曝をしているでしょう。

根拠なしに｢安全｣と言われても、納得できません。

まだ、福島の事故が収束の目処さえたっていないのに、どうして原発に賛成できましょうか。

人間が造ったものに、絶対は無いです。

ひとたび事故が起きてしまったら、満足な対応すらできない。

何もかも後手後手。

国民の皆様から寄せられたご意見  （期間：平成２３年８月４日～平成２３年８月１７日）
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日本の発展を考えると、原発は必要だ、切っても切れないと原発推進派の方はおっしゃいますが、日本の未来を担う子供たちが居なく
なってしまったら…？

万が一事故が起きてしまったときに、早期に必ず収束できるという技術が確立するまで、原発は神の領域であり、人間が手をかけてはい
けないものだと考えます。

強く、強く原発には反対いたします。

10197

ふつうのことをふつうに考えよう。 原発を動かそうとしている人たちはふつうに考えていない。

10198

原因の解明について 安全委員のことではあるが､

 2011.08.04安全設計審査指針等検討小委員会　第2回会合
 2011.08.04第2回地震・津波関連指針等検討小委員会

　をみると､津波によるSBOにのみ注目している｡

　しかし､東電からのチャート､日誌などをみると地震直後に水位低下､蒸気発生など　配管の破壊などを疑わせるものもある｡
　事故原因の解明をまずは行うべきであり､安易に津波のせいにして　それへの簡易な対策で全原発を稼働させるべきではない｡
　原子力委員も真摯に原因解明にあたるべきである｡

2 ※個人情報等を除き原文を掲載しております
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10199

【原子力発電所】想定外までも想定して下さ
い

福島第一原発の事故で「想定外」という話がありましたが、
ぜひ想定外の範囲まで想定して、安全に運用できる発電所に
して下さい。

それができなければ、リスク回避の為に事前に説明してから
国民全員で節電をするべきだと考えます。

また、事故や放射性物質の飛散情報などは隠さずに
なるべく早く公表をお願い致します。

「安全」「ただちに影響はない」という言葉だけではなく、
一般市民に考える材料を提供して下さい。

10200

原発必要無いです。 原発全く必要無いです。
無駄な電力を生産して消費を煽って独占的な電力会社が儲かって可笑しな国だと思います。
先進国で原発を積極的に推進しているのはフランスと日本だけです。
直ぐに原発を止めるべきだと思います。

3 ※個人情報等を除き原文を掲載しております
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10201

原発の廃止をお願いします。 実家が福島県浪江町でしたが、住んでいた家族がみな避難しています。

大切な生まれ育った故郷に帰れない苦しみを他の人に味わってほしくありません。

10202

「ご意見募集」じゃないでしょう。 これだけ国民の信用を失墜させ、美しかった国日本を破壊し、全国民の寿命を奪い私を含む全国民に呪われている状況で「ご意見募
集」じゃないでしょう。
まずは貴方の失態を詫び、全てを投げうって償いをした上で教えを請う立場にある事をわきまえて下さい。
原発は全て廃炉です。貴方の従来の生活もここまでです。貴方は全国民はおろか世界中から呪われています。どうすべきか、答えは出
ているのではないでしょうか？

10203

北海道泊原発再開への反対意見 新聞で北海道での原発再運転の記事を見ました。
福島の原発も収束していない中、相変わらず地震の警告は続いています。
なぜ、その中で再開するのでしょうか。
すべての原発をとめて、ライフスタイルの変換を求めるわけにはいかないのでしょうか。日本だけの問題ではありません。
再開を大変疑問に思うとともに即時停止を望みます。

4 ※個人情報等を除き原文を掲載しております
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10204

情報の隠蔽? 炉心溶融､メルトルスルー
近隣への放射性物質の飛散
INESのランク7
福島第2での危機
など､あとからあとから真実が明らかになる｡
なぜ　国民に知らせないのか｡
また､知らせるような体制､隠蔽した場合の罰則などを発動すべきである｡

10205

福島第一原発の出来事は人災であることを
理解してますか？このことで原発に携わって
いる人の、誰が責任をとっているのです
か？

福島第一原発の出来事は完全に人災であります。原発に関わる人のやらせや情報隠しは日常茶飯事であります。利権の関わる業界に
へと完全に変化しています。
そして原発よりでる核のゴミを何万年も誰が管理するのですか？私たちの子孫に
押し付ける事が科学の最先端ですか？
この原発の問題が発生しても業界・学会・政治屋・推進者だれも責任を取っていません。まったく情けなく、残念です。
原発に関わったすべての人に責任があります。業界・学会・政治屋・推進者には（削除）責任があります。せめて自己の資産の全てを被
害者の為に
差し出してもいいと思います。（削除）

※新大綱策定会議（第１回）資料第３－２号「個人情報の保護その他について」の考え方に基づき一部を伏せさせていただきました。

5 ※個人情報等を除き原文を掲載しております
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10206

福島原発事故による、放射能汚染が深刻で
す。
すべての原発の停止・廃炉を希望します。
放射能拡散予報と東京をふくむ東関東の土
壌汚染データを公開してください。

福島原発事故で、原子力発電所というものが、どれほど危険なものかが、よく分かりました。東京の多摩地区ですが、放射能雲がこちら
に来たという日、口の中に鉄味を感じました。親子そろって下痢をしました。２１歳の息子はひどい口内炎ができ、胃の病気にもなりまし
た。
政府は「直ちに影響はない」と言うばかりで、放射能拡散予報も公開せず、沢山の人がしなくてもよい被曝をしたと思います。
まだ福島原発は収束の兆しさえ見られません。放射能もまだ、海に空中に漏れ続けているそうです。
こんな現状を見ても、まだ原子力発電所を動かすのですか？
被曝しても電気がほしいなんて誰が言いましたか？
私は「電気あげるから被曝してね」と言われても断ります。
後日（まだ日本があれば。ですが）、いまの政府は第二次大戦時の政府と同じだと批判されることは必至ですね。
お願いします。日本中の原発を、一度すべて止めてください。
動かすための安全チェックなんて信用できません。
余震が来る前に、すべての原発を止めてください。
お願いします。

10207

泊原発３号機の運転再開について 高橋はるみ知事による泊原発３号機の運転再開を認める発言がニュースでながれて、いてもたってもいられず意見を送らせていただき
ました。

今原発を動かしてはいけないと思います。福島第一原発は収束していない中で、また事故の原因が究明されていない中で泊原発を動か
すのは危険です。
福島の原発事故でどれだけの被害がでているのか、子供たちにも影響がでているのか、それが今もなお続いているこの状況でだまって
再開を認めたくはないのです。

お願いです。泊原発３号機の運転再開をとめてください。
お願いいたします。

6 ※個人情報等を除き原文を掲載しております
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10208

必要有り 原発は全て廃止でいいと思う。
世界の地震史2000年で見ると世界中でマグニチュード7.5以上のものが起きている中、日本とインドネシアが約40ケ、最多である。
よくもこんな所に原発を造ったものだとあきれる。地震学者がついていながら、地震が繰り返しくると思わなかったのか。

東電の新社長が余った電力は関西に融通してもよいとハッキリ言った。我々に節電を呼びかけ(大切なことではあるが)余力電力がある
と最初からわかっていたのではないか。原発を続けたいが為に我々をおどしたのでは？とさえ思う。

SBOを想定していなかった。そのいい加減さにあきれる。最悪の事態をシミュレーションできなかった東電と政府に原発のような危険なも
のを維持するのは無理。自然エネルギーに早く、転換する努力をしてほしい。

7 ※個人情報等を除き原文を掲載しております


